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オープンイノベーションの時代
ここ数年でわが国の企業は急速なグローバル化が進み、英

語で社内決裁する日本企業も今や珍しくなくなってきまし
た。自前の技術だけで研究開発をすることを望む企業よりも、
互いに技術ニーズやシーズを公開して、より競争力を高める
戦略を選ぶ企業が増えてきているのです。産総研でもオープ
ンイノベーションを加速させています。産総研では学会発表
やプレス発表、ホームページ掲載などによる一方向の情報発
信はもちろん、ライフサイエンス分野ではBioJapan のよう
な外部主催の展示会を利用し、技術と研究者の紹介やマッチ
ングを行っています。多くの産総研成果を企業･大学などに
紹介し、しかも相互理解して頂く場として、今年5年目にな
る産総研オープンラボが機能しています。今年のオープンラ
ボは企業や大学などから2日間に延べ4,750人の参加者があり
ました。私はイノベーションコーディネータとして、企業･
大学などとの連携、プロジェクトフォーメーションなどを通
して、産総研の技術とそれを生み出す人材の育成、さらには
技術の産業界などへの手渡しに努め、アウトカムとしてのイ
ノベーション創出を目指しています。

技術を社会へ出す組織の研究職として
「技術を社会へ」。多くの産総研役職員のように、私の名

刺にも産総研ロゴマークの下にこの言葉が入っています。
どの講演スライドにも小さいとはいえ、「―技術を社会へ― 
Integration for Innovation」を入れています。さらに私は、
ここ数年間、スライドの表紙に大きく「技術を社会へ」を記載
しています。

前職の総務本部ダイバーシティ推進室では、一人ひとり
が、その能力を最大に発揮できるように、新規休暇制度の設
立やキャリアカウンセリングを導入し、より効果的に効率的
に研究成果を出せるような職場環境整備に努めました。さか
のぼって、産総研が発足した2001年には副研究部門長として
研究ユニット内の研究を支援するともに、研究部門の知財管
理をしていました。企業･大学などとの連携の際は、知財部、
産学官連携部署、TLOなどとそれぞれコンタクトして調整
しました。現在はイノベーションコーディネータとして、イ
ノベーション推進本部内の知的財産部やベンチャー支援室、
ライフサイエンス分野研究企画室などと連携しながら、産総

研の技術を外に出しています。つまり、所内調整という11年
も前と同じ作業を私はしていることになります。しかし、11
年の間に産総研も確実に進化し、研修などにより研究者の知
財に対する理解が進みました。また、2010年10月の改組によ
りイノベーション推進本部とイノベーションコーディネータ
制度が発足して、同じ本部内に設置された知的財産部や産学
官連携推進部などの部署との連絡がより密にできるようにな
りました。2012年にイノベーションコーディネータになった
私は、産総研憲章や産総研知的財産ポリシーに基づいた提案
を研究者と研究機関･企業などの双方に以前より早く提示す
ることができるようになったと感じています。

産総研の技術を確実に社会に役立たせるために
産総研は公的研究所で、特許の不実施機関であるため、産

総研の技術を企業に渡して製品として人々に使ってもらうこ
とは重要です。企業と言っても、社長と顔を合わせる機会が
多い企業と、研究開発本部長さえもが海外在住している大企
業とでは、コーディネートの進め方が異なります。また、業
種ごとや企業ごとに歴史風土が異なることも意識していま
す。結局は何をするにも人と人との付きあいの積み重ねによ
る相互理解が必須です。

時代の動きを絶えず感じ、そのメッセージをとらえつつ、
研究現場に支持された組織対組織としての骨太な戦略的アラ
イアンスの構築に挑戦しています。
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